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冬
季
・
新
年
俳
句
会
（
令
和
四
年
一
月
）
「
句
報
」 

兼
題
：
除
夜
の
鐘
、
門
松
（
子
季
語
含
む
） 

    

以   

圭
恵
克 由  

茂
永
優
稔
恵
克
志
博
秀  

茂
展
恵
秀 博 

優
多  

永
志  

以
博     

徳
崎 

福
亘  茂     佑 

茂
秀 

徳
福
多
亘
由 

茂
恵   

「
選
句
」
赤
文
字
：
特
選 

 
木

枯

ら

し

に

恩

師

悠

々

百

歳

翁 
旅

の

寺

お

さ

な

ご

の

手

と

り

除

夜

の

鐘 

旅

の

寺

鐘

ひ

び

き

を

り

百

八

つ 

バ

ス

を

待

つ

あ

り

が

た

き

椅

子

冬

真

中 

車

好

し

ス

ピ

ー

ド

も

良

し

年

の

暮 

 

凍

て

星

を

天

に

貼

り

つ

け

雲

去

り

ぬ 

ス

カ

ー

フ

が

小

休

止

す

る

枯

れ

木

か

な 

目

ま

で

湯

に

沈

め

ば

渡

る

除

夜

の

鐘 

枯

れ

葉

散

る

釈

迦

の

苦

行

の

像

に

ま

で 

友

逝

き

て

水

仙

香

る

凛

と

し

て 

 

鵯

（

ヒ

ヨ

）

が

去

り

雀

集

ま

る

残

り

柿 

コ
ロ
ナ
去
り
ま
た
異
種
コ
ロ
ナ
年
の
暮
れ 

門

松

や

遠

く

に

去

っ

た

昭

和

か

な 

風

物

詩

下

駄

の

音

や

ら

除

夜

の

鐘 

コ

ロ

ナ

去

り

笑

顔

が

戻

り

冬

終

わ

る 

 

煩

悩

を

打

ち

は

ら

い

た

り

除

夜

の

鐘 

読

め

ぬ

季

語

辞

書

を

頼

り

に

初

句

会 

書

き

終

え

し

賀

状

三

百

筆

の

肉

刺 

料

亭

の

門

松

淋

し

オ

ミ

ク

ロ

ン 

氷
壁
や
響
（
と
よ
）
む
ア
イ
ゼ
ン
空
の
青 

 

戸

を

開

ら

く

僅

か

に

花

の

見

え

る

迄 

 

秋

の

蝶

白

く

小

さ

く

訪

れ

る 

あ

り

し

日

々

遠

く

に

在

り

て

冬

墓

参 

枯

木

立

梢

の

さ

き

の

薄

き

雲 

年

ご

と

の

思

ひ

さ

ま

ざ

ま

初

日

の

出 

白

い

波

溶

け

て

ゆ

き

た

や

芒

原 

「
投
句
」
作
品 

  

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 
福
仁 

都 
福
仁 

 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

 

池
川
静
男 

 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

作
者 
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展
由 

 
 
 
 
 
 
 
 

展
亘 

 
 
 
 
 
 
 

訓
福
恵 

 
 
 

 
 

稔
志 

 
 
 
 
 

訓
徳
福
克
由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

訓
福
亘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

崎
克 

 

徳
以 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

博 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

訓
稔
由
秀 

                  

圭 

                     

 
 

訓 

 
 
 

永
稔
志 

  

佑 

     

                     

                   

展 

                     

               

永
多
志 

                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

                     

   

優 

                 

多
秀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

崎 

               

圭
佑
克 

                     

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  

崎 

       

  

幸

せ

も

こ

れ

ぐ

ら

い

か

と

屠

蘇

を

舐

め 

五

日

過

ぎ

て

初

夢

未

だ

訪

れ

ず 

日

向

ぼ

こ

祖

母

の

背

中

に

近

づ

き

ぬ 

 

松

飾

り

作

り

ま

し

た

と

友

持

参 

妻

病

み

て

寒

夜

に

開

く

料

理

本 

妻

病

み

て

雑

煮

作

る

も

一

苦

労 

雪

掻

い

て

や

っ

と

入

室

テ

レ

ビ

つ

け 
大

雪

を

飲

み

て

静

か

な

鳰

の

湖 

 

除
夜
の
鐘
浄
（
き
よ
）
ら
に

響
き
街
包
む 

誓

い

あ

り

心

に

立

て

む

門

松

を 

大

寒

波

白

銀

舞

は

ず

唯

厳

し 

遠

メ

ガ

ネ

お

せ

ち

の

蓮

を

遊

ぶ

孫 

棋
士
芽
吹
く

I

T

・
レ
ガ
シ
ー
超
え
四
冠 

 

室
咲
の
溢
る
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

ウ

ィ

ー

ン

よ

り

世

界

へ

手

拍

子

年

送

る 

七

草

や

餅

禁

制

の

老

ホ

ー

ム 

健

康

運

上

が

る

と

大

吉

初

み

く

じ 

冬

芝

に

ラ

グ

ビ

ー

優

勝

の

息

太

し 

 

音

消

え

て

ま

た

一

つ

撞

き

除

夜

の

鐘 

三

輪

山

に

門

松

立

ち

て

掌

の

音 

 

子

の

家

の

門

松

今

は

輪

飾

り

に 

お

正

月

寒

風

我

が

頬

(

ほ

)

へ

ご

挨

拶 

大

池

の

日

な

た

で

鴨

の

昼

寝

時 

白

鳥

は

陽

へ

長

々

と

首

伸

ば

す 

盛

装

の

娘

と

会

う

公

園

成

人

式 
 

 

門

松

や

小

さ

き

家

に

も

そ

れ

な

り

に 

裸

木

に

三

日

月

と

星

の

ペ

ン

ダ

ン

ト 

除

夜

の

鐘

コ

ロ

ナ

祓

い

て

響

き

け

り 

古

池

に

客

舞

い

降

り

て

鴨

笑

う 

初

雪

に

猫

の

足

跡

三

歩

の

み 

 

除

夜

の

鐘

気

付

け

ば

終

わ

り

年

明

け

ぬ 

く

ち

な

し

の

サ

ン

ゴ

の

如

き

朱

き

実

は 

三

角

錐

メ

タ

セ

コ

イ

ア

の

冬

木

立 

 

吉
澤
志
保
子 

吉
澤
志
保
子 

吉
澤
志
保
子 

 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
子 

 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

 

斎
藤
優
子 

斎
藤
優
子 

斎
藤
優
子 
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【
選
句
に
つ
い
て
お
願
い
】 

一
、
お
一
人
五
句
選
句
し
て
頂
き
、
そ
の
「
句
番
号
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

二
、
選
句
の
内
「
特
選
句
」
一
句
の
番
号
の
後
ろ
に
「
特
選
」
と
記
入
し
て
下
さ
い
。 

三
、「
特
選
句
」
に
つ
い
て
、
五
〇
文
字
以
内
で
句
評
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

投
句
、
選
句
者
氏
名 

 

（ 

）
内
は
選
句
者
略
称
（
五
十
音
順
） 

 

網 

佑
子
（
佑
）、
井
狩 

修
（
修
）、
池
川
静
男
（
静
）、
岩
崎
悦
子
（
崎
）
岩
壺
克
哉
（
克
）、
加
龍
惠
子
（
恵
） 

楠
野
圭
子
（
圭
）、
小
松
康
子
（
康
）、
斎
藤
優
子
（
優
）、
佐
藤
多
恵
子
（
多
）、
佐
藤
茂
弘
（
茂
）、
戸
堂
博
之
（
博
）、 

富
岡
訓
子
（
訓
）、
中
野
亘
子
（
亘
）、
中
野
陽
典
（（
陽
）、
西
田 

稔
（
稔
）、
西
村
敏
治
（
敏
）、
野
本
展
子
（
展
）、 

本
多
通
博
（
通
）、
前
田
秀
一
（
秀
）、
三
木
徳
彦
（
徳
）、
都 

福
仁
（
福
）、
宮
本
智
乃
（
智
）、
元
永
悦
子
（
永
）、 

山
家
由
紀
（
由
）、
吉
澤
志
保
子
（
志
）
、
吉
田
以
登
（
以
） 

 

編
集
人 

前
田
秀
一 

  

以  圭 展 徳  
永
佑
優
博 優 

以
多
亘  

圭
佑  

 

除

夜

の

鐘

コ

ロ

ナ

の

世

界

案

じ

つ

つ 

門

松

に

S

D

G

s

ふ

り

そ

そ

ぐ 

桜

並

木

た

ち

ま

ち

雪

の

花

が

咲

く 

灰

色

の

冬

日

シ

ク

ラ

メ

ン

を

買

う 

「

あ

と

一

句

」

訪

れ

を

待

つ

冬

の

夕 

 

身
体
反
り
橦
木
（
し
ゅ
も
く
）
一
打
や
除
夜
の
鐘 

時

移

り

余

韻

闇

夜

に

除

夜

の

鐘 
紋

の

れ

ん

老

舗

代

々

門

の

松 
大

人

び

て

成

人

式

や

赤

ワ

イ

ン 

風

呂

吹

き

や

夫

婦

の

愛

で

て

吟

醸

酒 

 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 


